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	   報 告 者
	クラブ　湘南ジュニアヨットクラブ　学年　中２　氏名　岸　祐花   

	大 会 名
	IODA  North American Championship 2010

	開 催 地
	Kingston Ontario Canada

	大 会 期 間
	6月26日～７月４日


	気温、水温

ウエアについて


	気温の変化が大きかったので、きるものに困った。

水温は海より少し冷たいかな、という感じだった。

基本Tシャツ、海パンで寒かったらトラウザーとパドジャケをきてでた

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	毎日１０ｍ前後の風がふいた。
波はふいたらちょっとでてきた。

　　



	　セッティングで

注意したこと
	いつもと同じような感じで、ふいてきたらパワーダウンして
なるべくおこせるようにした。

	　セーリングで

　注意したこと


	外国の選手はぐいぐいのぼってきたのでのぼり殺されないように、注意した。
　　



	　海上で練習した

こと
	すべり中心に自分のスピードを確認した。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	悪くはなかった。


	　スタートは、

　どうでしたか？


	極端に上か下が混んでいるときはうまくある程度すいている所からうまくでることができた。
でも、少し他の選手と近づいてしまうと、のぼりころされてしまった。

また、どれだけリコール艇がいてもゼネリコにならないということだったので、リコールしないように一線目からでるのが難しかった。

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	右か左につっこみすぎてしまって、反対側がのびた時に対応できないことが結構あったので、
もっと集団をみてコースをひくべきだった。

サイド→下はプロパー中心にはしった。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	スタート
のぼり角度の使い方
集団をみてコースをひくこと

ブローにたいしての対応

	　国内の練習で

　役立ったこと


	全て

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	スタート

	　印象に残った

外国選手は？

　
	優勝したアメリカの選手
上位のときは後ろの人をちゃんとおさえたり、風も他の船もちゃんとみていてすごいと思った。

スタートも混んでる有利なところで一線目からでていた。

	　今後の課題と

　目標は？
	課題はスタートとコース
目標はワールド出場

	　ＪＯＤＡへの要望
	

	　

その他


	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

